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インフラマネジメント基盤「ＤｏｂｏＸ」の運用開始について 

 

１ 要旨・目的 

  令和３年３月に策定した「広島デジフラ構想」に掲げるデータ利活用の推進に向け， 

公共土木施設に関する情報の一元化・オープンデータ化を可能とするシステム基盤である

インフラマネジメント基盤（ＤｏｂｏＸ）の運用を，６月 28 日（火）に開始した。 

 

２ 現状・背景 

  インフラデータについては，道路の規制情報や河川の観測情報などのデータが施設毎に

構築したシステム等で個々に管理されており，施設管理者間で十分な連携が図れていない

ことや，オープンデータ化が十分でないことから，民間企業等でのデータの利活用が進ん

でおらず，利便性などの県民サービスの更なる向上などにつなげるためには，インフラデ

ータを官民で利活用できる仕組みの構築が必要となっている。 

 

３ 概要 

(1)  対象者 

県民，民間事業者等 

(2)  事業内容（実施内容） 

  本システム基盤の主な機能は次のとおり。 

①公開機能：３Ｄマップや地図上でデータを重ね合わせて確認できる機能 

地図やカタログからデータを検索・ダウンロードできる機能 

②集約機能：既存システムとの自動連携によるデータ取得やシステム基盤に直接 

データを登録できる機能 

③管理機能：データの閲覧権限等を設定する機能 

(3)  スケジュール 

   令和４年６月 28日（火）９時 運用開始 

(4)  予算（単県） 

区 分 令和３年度予算額 

インフラマネジメント基盤構築事業 110,000 千円 

(5)  今後の対応 

運用開始後も，ＤｏｂｏＸを活用したデータ連携市町等の拡大や，データの利活用 

促進に向けた取組を推進する。 

 

４ その他（関連情報等） 

ＤｏｂｏＸポータルサイトについて 

ＵＲＬ： https://hiroshima-dobox.jp/ 
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■トップページ 
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■公開機能 

1)３Ｄマップでのデータの重ね合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2)地図上でのデータの重ね合わせ 
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3)地図からデータを検索 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4)データカタログからデータを検索 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


